
春
季
生
活
闘
争
の
重
要
な

取
り
組
み
と
し
て
、
２
月
27

日
の
県
中
央
総
決
起
集
会
を

皮
切
り
に
県
内
各
地
区
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
越
地

協
で
も
２
月
28
日
か
ら
、
各

地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
地
区
で
は
、
3
月
7

日
（
金
）
午
後
6
時
か
ら

「
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争

勝
利
長
岡
地
区
総
決
起
集

会
」
を
ハ
イ
ブ
長
岡
で
開
催

し
、
長
岡
市
内
の
組
合
員
約

１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
長
谷
川
副
議
長
の

司
会
で
進
行
し
、
矢
島
議
長

は
開
会
に
あ
た
り
次
の
よ
う

に
述
べ
ま
し
た
。

「
昨
年
に
続
き
、
生
活
・
物

価
高
騰
に
対
し
て
断
固
と
し

て
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
正
念
場
で

あ
る
今
年
、
賃
上
げ
を
実
現

で
き
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
労

働
組
合
の
未
来
は
な
い
。
組

合
員
の
期
待
に
応
え
る
賃
上

げ
を
、
組
合
員
の
た
め
に
全

力
で
闘
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の

た
め
に
、
こ
の
集
会
で
意
思

統
一
を
図
っ
て
い
こ
う
。
」

続
い
て
、
永
井
連
合
新
潟
副

会
長
が
基
調
講
演
を
行
い
、

連
合
新
潟
の
春
季
生
活
闘
争

方
針
や
直
近
の
賃
上
げ
要
求

集
計
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「
連
合
は
２

０
２
５
闘
争
を
『
四
半
世
紀

に
及
ぶ
慢
性
デ
フ
レ
に
終
止

符
を
打
ち
、
動
き
始
め
た
賃

金
・
経
済
・
物
価
を
安
定
し

た
軌
道
に
乗
せ
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
年
』

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
30
年

に
わ
た
り
凍
り
つ
い
て
き
た

日
本
経
済
の
も
と
で
形
成
さ

れ
た
社
会
的
規
範
『
ノ
ル
ム
』

を
変
え
る
の
は
『
今
』
だ
」

と
強
調
し
、
「
新
た
な
『
ノ

ル
ム
』
を
社
会
に
根
付
か
せ

る
た
め
、
み
ん
な
で
声
を
上

げ
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
呼

び
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
次
の
加
盟

組
合
代
表
者
が
春
季
生
活
闘

争
を
闘
う
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

小
林
さ
ん
（
自
治
労
・

長
岡
市
職
労
）

齋
藤
さ
ん
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
・

原
信
労
組
）

猪
股
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
・

日
本
精
機
労
組
）

和
田
さ
ん
（
日
教
組
・

新
教
組
長
岡
支
部
）

佐
藤
さ
ん
（
基
幹
労
連
・

北
越
メ
タ
ル
労
組
）

内
藤
さ
ん
（
私
鉄
総
連
・

越
後
交
通
労
組
）

渡
邊
さ
ん
（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
労

協
・
日
赤
病
院
労
組
）

民
間
労
組
か
ら
は
各
労
組

の
賃
上
げ
要
求
内
容
の
報
告

が
あ
り
、
公
務
労
組
を
含
め
、

人
員
不
足
や
業
務
の
多
忙
化

な
ど
職
場
の
課
題
に
つ
い
て

も
意
見
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
渡
辺
副
議
長

が
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
提
案
し
、

五
十
嵐
副
議
長
の
閉
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
矢
島
議
長
の

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
で
闘

争
の
ヤ
マ
場
に
向
け
て
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
入
口
で
は
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、

多
く
の
食
品
等
が
フ
ー
ド
バ

ン
ク
な
が
お
か
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

連
合
中
越
地
協
は
、
中
小

共
闘
セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
、

2
月
28
日
（
金
）
午
後
6
時

か
ら
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

ト
モ
シ
ア
お
よ
び
魚
藤
に
お

い
て
、
民
間
部
門
、
医
療
部

門
、
公
務
部
門
の
部
門
連
絡

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

の
連
絡
会
に
は
、
連
合
新
潟

か
ら
遠
藤
副
事
務
局
長
と
戸

根
副
事
務
局
長
が
参
加
し
、

各
部
門
連
絡
会
に
出
席
し
ま

し
た
。

民
間
部
門
連
絡
会
で
は
、

長
谷
川
副
議
長
が
座
長
を
務

め
、
8
構
成
組
織
・
13
組
合

か
ら
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
の
後
、
各
労
組
か

ら
事
前
調
査
表
を
も
と
に
、

組
織
構
成
、
賃
金
要
求
や
一

時
金
要
求
の
ポ
イ
ン
ト
、
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
、

価
格
転
嫁
・
適
正
取
引
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
そ
の
後
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

医
療
部
門
連
絡
会
は
、
急

な
欠
席
者
が
い
た
た
め
、
2

単
組
と
連
合
新
潟
の
戸
根
副

事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

飯
田
幹
事
を
座
長
に
、
医
療

職
場
の
厳
し
い
実
態
の
中
で

の
春
闘
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
公
務
部
門
連
絡

会
で
は
、
清
水
事
務
局
次
長

が
座
長
を
務
め
、
3
構
成
組

織
・
7
組
合
か
ら
15
名
が
参

加
し
、
職
場
の
実
態
や
春
闘

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。

第
2
部
は
午
後
7
時
30
分

か
ら
魚
藤
で
開
催
さ
れ
、
各

部
門
連
絡
会
の
報
告
と
合
同

交
流
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
初
に
、
矢
島
議
長
が

「
物
価
高
の
中
で
、
何
と
し

て
も
実
質
賃
金
を
プ
ラ
ス
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す

べ
て
の
労
働
者
へ
の
波
及
効

果
や
、
労
働
組
合
と
し
て
の

社
会
的
責
任
を
踏
ま
え
、
し
っ

か
り
交
渉
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
連

合
新
潟
の
遠
藤
副
事
務
局
長

は
「
各
労
組
・
職
場
の
声
を

直
接
聞
け
る
貴
重
な
機
会
に

感
謝
す
る
。
今
後
の
経
営
者

団
体
や
行
政
へ
の
要
請
行
動

に
反
映
さ
せ
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
番
場
副
議
長
の

乾
杯
の
音
頭
に
続
き
、
各
部

門
連
絡
会
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
民
間
部
門
で
は
、

長
谷
川
副
議
長
が
「
賃
上
げ

に
つ
い
て
、
各
単
組
が
昨
年

を
超
え
る
要
求
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
人
手
不
足
が
共
通
の
課

題
で
あ
り
、
人
材
育
成
の
重

要
性
が
増
し
て
い
る
。
ま
た
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
含
む
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
報
告
し
ま
し
た
。

医
療
部
門
で
は
、
飯
田
幹

事
が
「
医
療
は
診
療
報
酬
と

い
う
公
定
価
格
の
た
め
、
価

格
転
嫁
が
で
き
な
い
」
と
医

療
職
場
の
厳
し
い
実
態
を
報

告
し
、
「
安
心
し
て
働
け
る

職
場
を
実
現
す
る
た
め
、
今

後
も
情
報
交
換
を
続
け
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
公
務
部
門

で
は
、
清
水
事
務
局
次
長
が

「
民
間
の
賃
上
げ
が
重
要
で

あ
り
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
若
い
世
代
に
労

働
組
合
の
必
要
性
を
し
っ
か

り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
1
部
で
不
足

し
て
い
た
情
報
交
換
が
部
門

を
超
え
て
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
渡
辺
副
議

長
の
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
春

闘
に
向
け
た
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

中
越
地
協
で
は
、
2
月
6

日
（
木
）
に
第
99
回
地
協
委

員
会
と
連
合
新
潟
春
闘
方
針

説
明
会
を
長
岡
市
立
劇
場
で

開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

大
雪
の
影
響
に
よ
り
、
地
協

委
員
会
は
書
面
開
催
と
し
、

春
闘
方
針
説
明
会
は
中
止
し

ま
し
た
。

地
協
委
員
会
の
議
案
で
は
、

昨
年
10
月
以
降
の
衆
議
院
議

員
選
挙
に
関
す
る
取
り
組
み

を
は
じ
め
、
主
要
な
活
動
を

報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
審

議
予
定
事
項
と
し
て
、
各
専

門
部
の
活
動
予
定
、
春
季
生

活
闘
争
に
関
す
る
方
針
、
参

議
院
選
挙
方
針
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
後
日
、
書
面
決
議
に

よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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フ
ジ
テ
レ
ビ
の
元
タ
レ
ン
ト
と
女

性
と
の
ト
ラ
ブ
ル
関
与
の
疑
い
か
ら

端
を
発
し
た
一
連
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

問
題
は
、
労
働
組
合
の
弱
体
化
が
一

因
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
ず
、

約
１
１
０
０
人
も
の
社
員
が
い
な
が

ら
、
オ
ー
プ
ン
シ
ョ
ッ
プ
制
と
は
い

え
組
合
員
が
80
人
し
か
い
な
か
っ
た

こ
と
に
驚
い
た
▽
労
働
組
合
の
役
割

は
、
社
員
の
声
を
会
社
に
届
け
、
働

く
環
境
や
生
活
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

1
人
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
は
組

合
員
組
織
全
体
で
共
有
し
、
声
を
あ

げ
る
こ
と
が
大
事
だ
が
、
今
回
の
件

は
こ
の
役
割
が
果
た
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
る
。
も
し
労
働
組
合

の
組
織
が
よ
り
強
け
れ
ば
、
今
回
の

問
題
も
も
っ
と
早
く
改
善
で
き
た
の

で
は
な
い
か
▽
今
回
の
件
に
関
す
る

社
員
説
明
会
時
に
お
け
る
組
合
員
数

は
80
人
か
ら
５
０
０
人
に
な
っ
た
と

い
う
▽
社
員
説
明
会
や
10
時
間
会
見

は
「
労
働
組
合
が
組
織
と
し
て
強
化

さ
れ
、
要
望
を
出
し
た
結
果
が
事
態

を
動
か
し
た
」
と
言
え
る
▽
労
働
組

合
は
経
営
陣
と
社
員
の
間
の
橋
渡
し

の
役
割
を
担
い
、
経
営
陣
は
社
員
か

ら
の
声
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
や
不
正
行
為
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
従
業
員
を
守

る
だ
け
で
は
な
く
企
業
の
健
全
化
に

も
貢
献
す
る
存
在
で
あ
る
▽
あ
ら
た

め
て
労
働
組
合
の
存
在
意
義
と
役
割

を
再
認
識
し
た
と
共
に
、
社
員
組
合

員
に
お
い
て
は
労
働
組
合
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

あたご3
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副議長

長谷川義和

民
間･

医
療･

公
務
部
門
連
絡
会
を
開
催

春
闘
山
場
に
向
け
て
情
報
交
換

第
９
９
回
地
協
委
員
会

大
雪
の
た
め
書
面
開
催

長岡地区総決起集会 ３月７日(金)

18:00～ハイブ長岡特別会議室

見附地区総決起集会 ２月28日(金)

18:30～見附市中央公民館

小千谷地区総決起集会３月６日(木)

18:30～サンラック小千谷

北魚沼地区総決起集会３月５日(水)

18:30～小出ボランティアセンター

南魚沼地区総決起集会３月19日(水)

18:30～ふれ愛支援センター

十日町地区労決起集会３月12日(水)

18:30～サンクロス十日町

お
知
ら
せ

今
月
号
は
紙
面
構
成
の
関
係
上
、

10
日
発
行
と
し
ま
し
た
。



春
季
生
活
闘
争
の
支
援
活

動
の
一
環
と
し
て
、
2
月
18

日
（
火
）
、
連
合
新
潟
の
小

林
会
長
が
意
見
交
換
の
た
め

に
民
間
単
組
訪
問
を
行
い
ま

し
た
。

地
協
か
ら
は
五
十
嵐
副
議

長
が
同
行
し
、
北
越
メ
タ
ル

労
組
、
北
越
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
労
組
長
岡
支
部
、
大
原
鉄

工
所
労
組
、
星
野
製
作
所
労

組
、
厚
生
連
労
組
中
央
支
部
、

ユ
キ
ワ
精
工
労
組
を
訪
問
し
、

意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
各
加
盟

組
合
が
直
面
し
て
い
る
要
求

の
状
況
や
会
社
と
の
協
議
の

進
捗
、
価
格
転
嫁
の
実
態
、

人
材
確
保
の
課
題
、
そ
の
他

の
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い

て
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
ま

た
、
連
合
新
潟
へ
の
要
望
な

ど
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

連
合
中
越
第
４
回
幹
事
会

を
３
月
７
日
（
金
）
に
長
岡

地
区
春
闘
総
決
起
集
会
終
了

後
同
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

報
告
事
項
で
は
春
闘
の
取

り
組
み
状
況
の
報
告
な
ど
、

審
議
予
定
事
項
で
は
、
各
支

部
会
計
も
含
め
た
中
間
決
算

会
計
処
理
に
つ
い
て
、
春
闘

の
取
り
組
み
、
メ
ー
デ
ー
に

つ
い
て
、
参
議
院
選
挙
方
針
、

支
部
活
動
予
定
な
ど
に
つ
い

て
論
議
し
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
に
つ
い
て
は
、

県
中
央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員

会
で
、
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
次
代
に
つ
な
ぐ
平
和

の
願
い
！
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
支
え
合
う
安
心
社
会
と

確
か
な
未
来
（
あ
し
た
）
を
！
」
、

全
県
統
一
テ
ー
マ
は
「
物
価

高
に
負
け
な
い
賃
上
げ
！
働

く
仲
間
が
幸
せ
に
な
れ
る

明
る
い
未
来
（
あ
し
た
）
を

実
現
し
よ
う
！
」
に
決
定
し

た
こ
と
を
報
告
し
、
各
地
区

メ
ー
デ
ー
の
準
備
を
進
め
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー
に
つ

い
て
は
、
記
念
講
演
の
講
師

を
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

上
重
聡
さ
ん
、
デ
モ
行
進
は

出
発
地
点
を
変
更
し
て
３
コ
ー

ス
で
実
施
す
る
な
ど
の
概
要

案
を
決
定
し
、
各
構
成
組
織

へ
の
要
請
、
関
係
機
関
と
の

調
整
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
は
、

第
３
回
委
員
会
を
２
月
16
日

（
金
）
18
時
30
分
か
ら
地
協

事
務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
メ
ー
デ
ー

を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
委
員
会
で
プ
ラ
カ
ー

ド
を
作
成
す
る
方
法
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
原
図
を
長
岡

市
内
在
住
の
絵
本
作
家
と
コ

ラ
ボ
で
作
成
す
る
こ
と
し
ま

し
た
。
次
回
委
員
会
で
作
家

の
方
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

作
成
す
る
予
定
で
す
。

次
に
４
月
に
開
催
を
予
定

し
て
い
る
、
ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
次
回
委
員
会
で

決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

2
月
15
日
（
土
）
、
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ト
モ
シ
ア
」

に
て
、
「
な
が
お
か
ワ
ー
ク

＆
セ
ミ
ナ
ー
」
第
6
講
座

「
可
能
性
を
支
援
す
る
と
い

う
こ
と
！
」
が
開
催
さ
れ
、

32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
長
岡
地

区
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
長

岡
地
区
労
福
協
）
が
毎
年
主

催
し
、
今
年
は
全
7
講
座
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
6

講
座
は
、
障
が
い
者
の
雇
用

促
進
と
社
会
参
加
を
支
援
す

る
「
コ
ロ
ン
ブ
株
式
会
社
」

が
企
画
・
開
催
。

司
会
の
コ
ロ
ン
ブ
代
表
・

佐
々
木
さ
ん
は
「
日
本
に
は

約
一
千
万
人
の
障
が
い
者
、

不
登
校
30
万
人
、
発
達
障
害

の
可
能
性
が
あ
る
子
ど
も
が

８
．
８
％
い
る
。
障
が
い
者

が
社
会
に
出
る
に
は
何
が
必

要
か
、
一
緒
に
考
え
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
次
に
、

主
催
者
を
代
表
し
て
矢
島
会

長
が
「
長
岡
地
区
労
福
協
は
、

地
域
の
労
働
者
福
祉
や
高
齢

者
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
安

心
・
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
て
生
活
者
の
視
点
で

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
本
日
は

障
が
い
に
焦
点
を
当
て
た
内

容
で
す
。
障
が
い
は
個
性
で

あ
る
と
い
う
視
点
を
持
ち
、

同
じ
目
線
で
考
え
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
潟
大
学
の
学

生
が
制
作
し
た
映
画
『
Ｖ
ｏ

ｉ
ｃ
ｅ
～
あ
な
た
の
声
が
き

き
た
い
』
を
上
映
。
こ
の
映

画
は
、
地
域
で
活
動
す
る
障

が
い
者
の
姿
を
描
き
、
学
生

が
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
な
が
ら
、
障
が
い
者
理
解

の
一
助
と
す
る
も
の
で
す
。

上
映
後
、
制
作
に
携
わ
っ

た
近
さ
ん
が
「
無
料
上
映
が

可
能
な
の
で
、
各
地
域
で
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
、
コ
ロ
ン

ブ
が
運
営
す
る
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
作
業
所
「
Ａ
ｂ
ｏ
ｕ

ｔ

ｍ
ｅ
」
の
ド
リ
ッ
プ
コ
ー

ヒ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
潟
・
長
岡
の

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

15
～
49
歳
の
若
年
無
業
者
の

就
労
支
援
に
つ
い
て
説
明
。

支
援
内
容
に
は
相
談
、
セ
ミ

ナ
ー
、
職
場
体
験
、
定
着
支

援
、
訪
問
相
談
な
ど
が
あ
り
、

一
般
就
職
を
目
指
し
つ
つ
、

障
が
い
者
に
は
福
祉
的
支
援

に
つ
な
ぐ
場
合
も
あ
る
と
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
「
そ
の
人

の
得
意
を
活
か
す
こ
と
が
重

要
」
「
会
話
の
壁
を
取
り
除

く
工
夫
が
必
要
」
と
い
っ
た

意
見
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に

佐
々
木
さ
ん
が
「
支
援
は
１

０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
通
り
。

誰
も
が
働
き
や
す
い
社
会
を

目
指
そ
う
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
本
講
座
を
通
じ
、

「
会
話
す
る
こ
と
」
「
本
人

の
得
意
を
知
る
こ
と
」
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
、
共
存
で

き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

長
岡
地
区
労
福
協

・
今
井
事
務
局
長
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南
魚
沼
支
部

総
会
を
開
催

南
魚
沼
支
部
で
は
、
２
月
28
日
（
金
）
に
第
17
回
支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
の
活
動
、
会
計

報
告
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ
き
、
向
こ
う
１
年
間
の
重
点

課
題
や
活
動
計
画
に
つ
い
て
確
認
を
し
ま
し
た
。
働
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
労
働
組
合
の
連
帯
的
役
割
は
一

層
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
南
魚
沼
支
部
に
お
い
て
も

活
動
を
活
性

化
し
て
い
く

こ
と
の
必
要

性
に
つ
い
て

再
確
認
す
る

有
意
義
な
会

と
な
り
ま
し

た
。

第
６
講
座
「
可
能
性
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
」

北
魚
沼
支
部

春
闘
総
決
起
集
会
を
開
催

3
月
5
日
に
魚
沼
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
春
闘

総
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
越
地
協
か
ら
は
横
澤

事
務
局
長
か
ら
あ
い
さ
つ
に
て
、
春
闘
方
針
の
要
旨
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
単
組
か
ら
の
報
告
で
は
要

求
内
容
や
交
渉
状
況
の
ほ
か
、

若
年
層
の
取
り
組
み
や
36
協

定
に
関
す
る
時
間
外
勤
務
の

状
況
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

な
ど
に
つ
い
て
情
報
共
有
や

意
見
を
交
わ
し
、
春
闘
の
ヤ

マ
場
に
向
け
結
束
を
図
り
ま

し
た
。

第
４
回
地
協
幹
事
会
を
開
催

春
闘
、
メ
ー
デ
ー
な
ど
を
論
議

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

第
３
回
委
員
会
を
開
催


